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震災後3か月間にKEYPATが行った こころのケア

吉川弘明（保健管理センター長）
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KEYPAT

KEYPAT(Kanazawa Educational Yell 
Psychological Assistance Team)とは？

• 2024年1月1日に発生した能登半島地震によって、
心の不調を抱えることになった金沢大学構成員
等をこころの面から支援する全学的チーム

• 主要メンバーは、公認心理師の資格を持ち、カ
ウンセリング業務を行える金沢大学の教員
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KEYPATの構成メンバー

• コアメンバー（保健管理センター）

• 公認心理師（足立、馬場）と学校医・産業医（吉川）の３名

• 協力メンバー

• 金沢大学の専任教員の中から公認心理師資格を持ち、カウンセリング業務を行なえる者
（人間社会学域、医薬保健学域）

• 保健管理センターの保健師１名（安全衛生担当保健師）（連絡調整役）

• 専任学校医・産業医（２名）

• その他のKEYPATの趣旨に同意し、活動できる者

• 保健管理センター 非常勤公認心理師

• 業務としてカウンセリングに従事

• 運営サポートメンバー

• 学務部学生支援課
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KEYPAT

対象：教職員（大学、附属学校園
、附属病院、附属施設）

KEYPAT相談窓口（メール）
KEYPATコアメンバー（保健管理センター 足立、馬場、吉川）

担当：三浦理事

報告書をKEYPATコアメンバーが集約し、アセスメ
ントの上、さらに必要な支援を検討

チームC

医療的コンサルテーションが必要な場合は各事業所
産業医と連携（角間地区、鶴間地区、平和町地区、
兼六園下地区：宝町地区（附属病院））

運営サポート
（学生支援課）

チームD
本学の「学習支援」に対応した
メンタル支援（学外）

担当：コアチーム他

KEYPAT

• チームA, B, Cは、支援を継続中。
• チームDは、コンサート等、集団に対する支援を実施
（学外支援も視野に入れ活動）

チームB
対象：附属学校園児童・生徒、
保護者

担当：学校教育学類
学類長、総括長

チームA
対象：大学生、大学院生、そ
の他（留学生含む）、家族

担当：保健管理センター学生
相談

英語でのカウンセリング
月10:00-15:00、金13:00-
16:00
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KEYPATの活動状況

1月1日 能登半島地震発生。

1月5日 学長により関係者の招集。KEYPAT発足。

1月9日 最初の相談申し込みあり。対応開始。

1月26日 コアメンバーとチームCの公認心理師1名が、附属小学校を訪問。カウンセリングを
実施するとともに、校長、副校長、養護教員、スクールカウンセラーとミーティン
グを行った。

2月11日 KEYPATのX(旧Twitter）アカウント公開

2月13日 筑波大学 教授 太刀川 弘和先生のWebセミナー開催（100名以上の参加者あり）

2月28日 KEYPAT チームDのWebミーティング開催、東北医科薬科大学医学部精神科学教室
福地 成 准教授の講演 学外への支援を検討

3月25日 被災の有無を含めた学生健康診断の健康調査を、健康管理システムを使い実施開始

4月18日 大学会館でWelcome Concert（フルートとピアノ）を実施
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KEYPATの相談件数

6（2024.4.13現在）

4/13までの相談件数
チームA：28件, チームB：56件, チームC：32件

計116件
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金沢大学構成員をKEYPATが支援する理由

• 本学の学生・教職員には、能登半島に縁故がある者が多く、直
接的・間接的に被災している。早急な多面的な支援の一つとし
て、こころのケアを公認心理師が行う必要があった。

• 震災復興には被災後の時期により様々な支援があるが、石川県
を挙げた地元の支援（大学を含む）は欠かせない。特に震災３
か月を経過し、全国の支援が終了してからは重要になる。

• 震災復興に関わる者が、心の健康を保って活動できる状態にな
ければ、これから長期間にわたる支援は望めない。
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幅広く、こころのケアをする取組
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こころを癒す音楽の提供

支援の窓口を明らかにする
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こころのケアと様々な支援の結びつき

• これまで実施されたこと
• こころのケア（公認心理師）から産業医を経て、医療（精神科）への
連携（附属病院神経科精神科の協力）

• 学内での学生、教職員を対象にしたコンサート

• これから期待されること
• KEYPATと本学の様々な部門との連携、さらに学外の団体、研究者との
連携推進による支援の強化

• 能登震災の経験と復興へのメソードを次の被災地のために、わかりや
すく伝えていく努力を、これまでの被災地と協力して進める
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ご清聴ありがとうございました
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